
終末は、ねらいの根底にある道徳的価値に対する
思いや考えをまとめたり、道徳的価値を実現するこ
とのよさや難しさなどを確認したりして、今後の発展
につなぐ段階であると言われる。
この段階では、学習を通して考えたことや新たに
分かったことを確かめたり、学んだことを更に深く心
にとどめたり、これからへの思いや課題について考
えたりする学習活動が考えられる。

学習指導過程 「終末」の工夫

「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 特別の教科 道徳編」より



振り返りについて…

３ 児童が主体的に道徳性を養うための指導
（１） 自らの成長を実感したり、これからの課題や目標を見つけたりする

授業では、（略） 理解した道徳的価値から自分の生活を振り返り、
自らの成長を実感したり、これからの課題や目標を見付けたりする
ことが望まれる。
（略） 自らの生活や考えを見つめるための具体的な振り返り活動
を工夫したりすることが必要である。

「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 特別の教科 道徳編」 Ｐ９１より



振り返り～プレゼンテーションアプリの活用（１）

目 的

ツール

授業後の振り返りをポートフォリオ的にストックしていくことで、
評価に生かす

Google スライド

授業を通しての「振り返り」の他、自分の気持ちを表す「表情」、「教師のコメ
ントに対する意見」、「今日の一文（一言）」を書くことで、自分の生活と関連
付けるとともに、授業を印象づける



振り返り～プレゼンテーションアプリの活用（２）

目 的

ツール

授業後の振り返りをポートフォリオ的にストックしていくことで、
評価に生かす

Google スライド

授業を通しての「振り返り」の他、「板書の写真」、学習とこれからをつなぐ
「未来ノート」を書くことで、自分の生活と関連付けるとともに、授業を印象
づける



書くことが苦手な子供への手立て

〇選択肢を与え、その理由を書かせる
〇「リード文」「接続語」「文末の言葉」などをワーク
シートにあらかじめ示しておく

〇友達の意見を参考にして書かせる
→「友達のどの意見が参考になりましたか」
「その理由は何かな」

〇板書の言葉を使って書かせる など



・次（年度）の学習に生かすことができる

→「前の学習（学年）では、〇〇というお話で考えましたね。

どんなことを考えていたか、自分の振り返りを見てみましょう」

・学習したことや考えたことなどを保存できる（学習履歴としての機能）

・教師は、認め、励ます評価に生かすことができる

良 さ

留意点

・低学年の子供や書くことに抵抗感がある子供への配慮

→「音声入力」機能や「音声ファイル」「動画」の添付、「ワークシートの写真」

添付など、柔軟に（文字にこだわらない）対応する



他ツール

新しいノートのタイトルを「道徳 ふりかえり」などと設定
１ 提出箱の利用
①授業後に提出箱に振り返りを書いた「カード」を提出する※無記名に設定
②教師はコメントを書いて返却
２ 生徒間通信を利用
①生徒間通信をオンにする
②振り返りを書いた「カード」を、「教師に」「送る」
③教師はコメントを書いて返却

※「提出箱」を利用すると、一人一人の意見を見ることができる
（無記名に設定することで、誰が書いたかは分からなくすることができる）
※「カード」は、ひな形を用意しておくことも考えられる

ロイロノート・スクールで「振り返り」を行う例



その他のＩＣＴを活用した「終末」の工夫

〇意見の発信、交流
〇ゲストとつないで交流、説話
〇手紙など双方向なやりとり
〇教師が動画撮影した本時の内容に関連する
子供の日常を流す
〇その他動画を流す など


